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背景背景

目的目的

音声翻訳技術を開発して言語の壁を乗り越え、音声翻訳技術を開発して言語の壁を乗り越え、

異なる言葉を話す人々のコミュニケーションを可能にする異なる言葉を話す人々のコミュニケーションを可能にする

応用分野と効果応用分野と効果

生活（買物・医療等）生活（買物・医療等） →→ 国内の外国人定住者・旅行者への生活支援国内の外国人定住者・旅行者への生活支援

（日本語アレルギーの解消）（日本語アレルギーの解消）

経済経済 →→ 国際ビジネスにおける相互理解支援国際ビジネスにおける相互理解支援

教育教育 →→ 外国語教育への適用による語学能力の向上促進外国語教育への適用による語学能力の向上促進

教養・余暇利用教養・余暇利用 →→ 海外旅行海外旅行の活発化の活発化
→→ 他言語マルチメディアコンテンツの理解促進他言語マルチメディアコンテンツの理解促進

音声翻訳技術の必要性音声翻訳技術の必要性

外国人入国者数：８１１万人/年*

言葉の壁が入出国数の差を生み出す一因に言葉の壁が入出国数の差を言葉の壁が入出国数の差を生み出す一因に生み出す一因に

日本人出国者数：１７５４万人/年*

*平成１９年１月法務省入国管理局広報資料（速報）より
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多言語
音声認識

多数話者多数話者のの
大量の大量の
音声音声データデータ 日本語と英語日本語と英語

の大量の対訳文の大量の対訳文

長時間長時間英語英語
音声音声データデータ

音声翻訳の音声翻訳のメカニズムメカニズム

話し言葉
翻訳

多言語
音声合成

I go to schoolI go to school
私は学校に行く私は学校に行く

wawa tata shishi wawa
gaga kkokko
nini i i kuku

私は学校に私は学校に
行く行く

日本語の大量日本語の大量
の文例の文例

I to school goI to school go

単語列を英語に単語列を英語に
変換変換

私は私は ⇒⇒ II
学校に学校に ⇒⇒ to school to school 
行く行く ⇒⇒ gogo

かなかな漢字列に漢字列に
変換変換

日本語の日本語の
発音列に発音列に
変換変換

英語音声に英語音声に
変換変換

文法に合わせて文法に合わせて
語順を変更語順を変更

II I I 
to schoolto school gogo
gogo to schoolto school

I go to school I go to school 
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音声翻訳はここまでできる音声翻訳はここまでできる

相手の言うことが理解できたか？
外国人旅行客に使用してもらった感想外国人旅行客に使用してもらった感想

英語→日本語音声翻訳性能英語→日本語音声翻訳性能 外国人旅行者相手のフィールドテストアンケート外国人旅行者相手のフィールドテストアンケート

旅行会話に対し、
・基本的な定型会話がほぼ可能
・使用可能な言語： 日本語⇔英語、日本語⇔中国語
・会話スピード： 発話終了後１秒以内に翻訳完了

20012001年年20062006年年 20062006年年

大学卒平均大学卒平均470470点点

基本旅行会話では900点
いろいろないろいろなTOEICTOEICスコアの人間の英日翻訳文とスコアの人間の英日翻訳文と

比較し等価な比較し等価なTOEICTOEICスコアを算出スコアを算出

基本旅行会話基本旅行会話
（（外国人による文章の読み上げ外国人による文章の読み上げ））

基本旅行会話基本旅行会話
（（外国人の話し言葉外国人の話し言葉））
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研究開発の経緯研究開発の経緯

言語翻訳

読み上げ文を
音声翻訳

日常の話し言葉を
音声翻訳

コーパスべース
認識・合成技術(ATR)

ルールベース
翻訳

非定常な雑音に
頑健な音声認識
(ATRなど)

**コーパス：大量の音声・テキストデータに言語的情報を付与したデータベースコーパス：大量の音声・テキストデータに言語的情報を付与したデータベース

コーパスべース
翻訳技術(ATRなど)

１０００単語
数百名の不特定話者
音声認識（米国）

５０００単語
数百名の不特定話者
音声認識（米国）

５万～５０万単語
千人規模の不特定話者
音声認識(NICT/ATR)

話し言葉翻訳１０万語
技術文テキスト翻訳

19901990 20002000 20072007

・日常旅行会話
・音声翻訳

実証実験の様子
(NICT/ATR)

一文単位の旅行会話翻訳
が実用レベルに(2006)

1986年 ATRにて
世界に先駆け夢の
自動音声翻訳に向
けた研究の開始

音声翻訳研究

音声研究
（認識・合成）

NICTNICT：情報通信研究機構、：情報通信研究機構、 ATRATR：国際電気通信基礎技術研究所：国際電気通信基礎技術研究所
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次世代音声翻訳技術の目指す社会次世代音声翻訳技術の目指す社会
ーユニバーサルコミュニケーション社会の実現ー

国際国際
ビジネスビジネス支援支援

外国語講演外国語講演
同時同時通訳通訳

観光立国観光立国
日本日本

日本人の海外日本人の海外
旅行支援旅行支援

携帯電話を利用した旅行会話の音声翻訳

日常旅行会話日常旅行会話

日常会話日常会話

ビジネス会話ビジネス会話

状況がよめる通訳技術状況がよめる通訳技術

どこでもネットワーク通訳技術どこでもネットワーク通訳技術

多言語同時通訳技術多言語同時通訳技術

解決すべき

多くの課題

•同時通訳
•長い文、複雑な
文は困難

•文脈・状況考慮
不可

•固有名詞の
登録数に限界

解決すべき解決すべき

多くの課題多くの課題

••同時通訳同時通訳

••長い文、複雑な長い文、複雑な

文は困難文は困難

••文脈・状況考慮文脈・状況考慮

不可不可

••固有名詞の固有名詞の

登録数に限界登録数に限界

音声翻訳通信
標準化

北京オリンピックでの実証実験

アジア言語旅行会話に向けた
音声翻訳コンソーシアムに
よる多言語翻訳の開発

社会を変える
イノベーション

社会を変える
イノベーション

音声翻訳音声翻訳
ネットワークサービスネットワークサービス


